日本学術会議ニュース・メール No.71（2007/02/27）

◇ 2007ＩＡＣ（インターアカデミーカウンシル）理事会（報告）

　会議名称：「第７回ＩＡＣ（InterAcademy Council）理事会」

　会　　期：１月２９日（月）～３１日（水）

　場　　所：アムステルダム（オランダ）

　

　ＩＡＣ（インターアカデミーカウンシル）は、地球的な政策案件について科学的な助言や勧告を提供する機能を実現するために、国際問題に関するインターアカデミーパネル（ＩＡＰ）が2005年５月に設立した機関です。

  理事会は、毎年１回、現在理事会を構成する１５のアカデミー等及びオブザーバーが、ＩＡＣ事務局が置かれているオランダ芸術科学王立アカデミーに集まって開催されます。

  日本学術会議からは、金澤一郎会長、唐木英明第二部部長のほか、須江事務局次長等が出席しました。

  会議初日は、今年のＧ８サミットのホスト国であるドイツより、ドイツ学術会議LepoldinaのMeulen会長が出席し、３月１５日～１６日に行われるＧ８学術会議ドイツ会合の準備状況の説明を行いました。また、二日目及び三日目は、ＩＣＳＵ、ＩＡＰ等関係機関の活動報告、ＩＡＣの新規プロジェクトの提案に対する議論及びＧ８学術会議の提言についての議論が行われました。

  なお、Ｇ８学術会議ドイツ会合に向けた議論において、2008年に日本で開催されるＧ８学術会議で取り上げるテーマとの関連について質疑があり、金澤会長よりテーマの一つには京都プロトコール後に向けての取り組みを考えているとの意見表明を行いました。

　詳細はこちら(http://www.scj.go.jp/ja/int/haken/index.html)
　【問い合わせ先】日本学術会議事務局参事官室（国際業務担当）

　　　　　　　　　　　　　　　　（Tel：03-3403-5731、i253@scj.go.jp）

日本学術会議ニュース・メール No.72（2007/02/27）

◇ シンポジウム「これからの日本の学協会のありかた」（開催）

　日　時：３月１６日（金）１３：３０～１６：３０

　場　所：日本学術会議６Ｃ（１）～（３）会議室（６階）

　主　催：日本学術会議科学者委員会　学協会の機能強化方策検討等分科会

  皆様方には、日本学術会議科学者委員会学協会の機能強化方策検討等分科会が実施しております学協会の現状把握及び問題点の把握等を目的としたアンケート調査及び、一部の方々には、ヒアリング調査等にご協力をいただきありがとうございます。

  このアンケート調査及びヒアリング調査の結果は、学協会の自己改革や機能強化に向けた方策などを示すための調査の成果として年度内にとりまとめることとしています。

  この学協会の機能強化方策を検討するための調査の一環として、学協会の方々を対象とするシンポジウムを実施し、公益法人改革、研究情報の発信・流通のグローバル化等、学協会を巡る変化とその対応についての講演や調査の中間報告等により、学協会の機能強化について検討したいと考えております。

　多くの方々のご参加による活発な討論を期待しています。

プログラム（敬称略）

　　　基調講演「これからの日本の学協会のありかた」

　　　　　　　　　黒川　清（内閣特別顧問・日本学術会議連携会員）　

　　  講  演　「公益法人改革と学協会について」（仮題）

　　　　　　　　　范　揚恭（内閣官房行政改革推進本部事務局企画調整官）　

　　  報  告　「学協会の機能強化方策についての調査・研究」の中間報告

　　　　　　　　　山本誠司（（株）三菱総合研究所 主席研究員）

　　　講  演　「科学技術の振興と学協会について」（仮題）

　　　　　　　　　永野　博（独）科学技術振興機構理事　　

　　　講  演　「日本化学連合の発足について」

　　　　　　　　　岩村　秀（日本大学教授・日本学術会議連携会員）

 【参加申込み方法】

     参加費無料、当日会場にて申込可能ですが、会場の準備の都合上、ご氏名、

   ご所属を明記し、事前にＥ-mailで下記あてお申し込みください。

 　　　　　 sympo@scj.go.jp　（申込み期限３月１４日）

 【問い合わせ先】

     日本学術会議事務局企画課

       TEL:03-3403-1081　FAX:03-3403-6224　E-mail：as258@scj.go.jp

